
2018 6.4 vol.845

合併契約調印式に出席した右から野口栄常務、田中照夫社長（Ａコープ北東北）、小室秀行社長（エーコープ宮城）、
鈴木健一社長（エーコープ庄内）、安田忠孝常務（２面）

新潟県本部のレストラン「カフェ＆グリルみのりみ
のる」のシェフが腕を振るったメニューに舌鼓を打
つレストランバスの旅参加者（7面）

山梨県産すもも「太陽」を使ったキリン「氷結」
発売をＰＲする梶原一明県本部長ら（２面）

レ
ス
ト
ラ
ンバ
ス
で
新
潟
県
産
農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ

山梨県産すもも「太陽」を使った
キリン「氷結」発売（山梨県本部）

ロンドンの名門小学校で食育授業
（全農インターナショナル欧州㈱）

最新農業技術集う
「ＡＧ／ＳＵＭ 2018」に出展（広報部）

ＪＡズームイン（ＪＡ富山市）

県本部だより（山口県本部）

仙台・いわて奥州のマラソン大会で
焼き餅配布（米穀部）
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7月1日合併へ調印式、「㈱Ａコープ東北」に
㈱Ａコープ北東北・㈱エーコープ宮城・㈱エーコープ庄内

商品の詳細は８面に掲載

11/19-B1 乳酸菌ヨーグルトに
ドリンクタイプ登場（東北協同乳業㈱・酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡみどりの（宮城県）
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News!

News!

㈱Aコープ北東北・㈱エーコープ宮城・㈱エーコープ庄内が合併へ

山梨県産すもも「太陽」を使ったキリン「氷結」発売

地域のくらしへの支援拡大と国産農畜産物の販売を強化

県庁を訪ね知事に報告し、商品販売アピール

生活リテール部

山梨県本部

　
㈱
A
コ
ー
プ
北
東
北
と
㈱
エ
ー
コ
ー
プ
宮
城
、㈱
エ
ー
コ
ー
プ
庄
内

が
7
月
1
日
に
合
併
し
、社
名
を「
㈱
A
コ
ー
プ
東
北
」に
改
め
、新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。5
月
17
日
、都
内
で
合
併
契
約
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
県
本
部
は
5
月
14
日
、山
梨
県
産
す
も
も「
太
陽
」を
使
用
し
た

キ
リ
ン「
氷
結
」の
発
売
に
伴
い
山
梨
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、山
梨
県

庁
で
開
か
れ
た
商
品
発
売
報
告
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
梶
原
一
明
県
本
部
長
が
藤
本

省
三
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
関
東
甲

信
越
統
括
本
部
長
ら
と
共
に
後

藤
斎
県
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、

期
間
限
定
で
全
国
販
売
す
る
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
の
新
商
品「
キ

リ
ン
氷
結 

山
梨
産
太
陽
の
す
も

も
」の
5
月
29
日
か
ら
の
発
売
を

報
告
し
ま
し
た
。

　
キ
リ
ン
は「
い
い
ね
!
ニ
ッ

ポ
ン
の
果
実
。氷
結
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
9
番
目
の
商
品
と
し
て
、

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
山
梨
県

産
の「
す
も
も
」に
着
目
。中
で

も
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
に

優
れ
た
品
種「
太
陽
」の
果
汁
を

原
料
と
し
、
2
年
越
し
の
商
品

化
と
な
り
ま
し
た
。

　
梶
原
県
本
部
長
は「
今
回
の

商
品
化
に
当
た
り
、
フ
ル
ー
ツ

山
梨
、
ふ
え
ふ
き
、
南
ア
ル
プ

ス
市
の
各
J
A
の
ご
協
力
を
経

て
、
23
㌧
の
原
料
を
供
給
し
ま

し
た
。昨
年『
太
陽
』は
強
風
や

台
風
の
影
響
を
受
け
、生
産

者
に
は
出
荷
に
い
た
る
ま
で

大
変
苦
労
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
出
来
上
が
っ
た
商
品
を
県

産
の
す
も
も
同
様
に
ご
愛
顧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
キ
リ
ン
は「
す
も
も
」の

出
荷
が
始
ま
る
6
月
に
合
わ

せ
て
発
売
す
る
こ
と
で
、山

梨
県
産
の「
す
も
も
」の
魅

力
を
全
国
に
届
け
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

山
梨
県
庁
で
、「
氷
結
」発
売
を
Ｐ
Ｒ
す
る
右
か

ら
梶
原
県
本
部
長
、後
藤
県
知
事
、藤
本
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
㈱
関
東
甲
信
越
統
括
本
部
長
ら

㈱Ａコープ東北の概要
①本店所在地：岩手県紫波郡矢巾町流通センター南二丁目
　　　　　　 ５番２号

②営業エリア：青森・岩手・宮城・秋田・山形の５県域

③資本金：４億5900万円

④従業員数：１０６４人（平成30年度）

⑤店舗数：50店舗（岩手17店、宮城15店、秋田3店、山形15店）

⑥売上高：約２５０億円（平成30年度計画）

　
新
会
社
は
、A
コ
ー
プ
店
舗

事
業
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
関

連
事
業
の
会
社
広
域
再
編
の
一

環
と
し
て
、
合
併
に
よ
り
事
業

規
模
拡
大
と
経
営
基
盤
確
立

を
図
り
、
新
規
出
店
の
促
進
と

J
A
事
業
へ
の
提
案
力
・
支
援

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
野
口
常
務
理
事
は
調
印
式
の

あ
い
さ
つ
で「
新
業
態
店
舗（
大

型
生
産
者
直
売
所
を
併
設
し
た

A
コ
ー
プ
店
舗
＝
J
A
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
）の
出
店
や
移
動
購
買

車
、
総
合
宅
配
の
拠
点
拡
大
な

ど
を
進
め
、
組
合
員
・
消
費
者

に
安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
国
産

農
畜
産
物
の
提
供
と
、
地
域
の

く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業

を
目
指
し
て
い
く
」と
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

固
い
握
手
で
合
併
の
調
印
を
祝
う
右
か
ら

野
口
栄
常
務
、田
中
照
夫
社
長（
A
コ
ー
プ

北
東
北
）、小
室
秀
行
社
長（
エ
ー
コ
ー
プ
宮

城
）、鈴
木
健
一
社
長（
エ
ー
コ
ー
プ
庄
内
）、

安
田
忠
孝
常
務
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News!

News!

ロンドンの名門小学校で食育授業

「ＡＧ／ＳＵＭ 2018」にぜひご来場を！

食べ物の大切さと昆布などのだしで作った日本食を紹介

6/11-13 日本橋　最新の農業技術が集うイベントにＪＡグループ出展

全農インターナショナル欧州㈱

広報部

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
㈱
は
5
月
21
日
、在
英
日
本
大
使

館
他
か
ら
の
協
力
を
得
て
ロ
ン
ド
ン
の
小
学
校
で
食
育
授
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
全
農
は
6
月
11
〜
13
日
、東
京
・
日
本
橋
の
日
本
橋
三
井
ホ
ー
ル
な

ど
で
開
か
れ
る「AGRITECH

　SUM
M

IT

（AG/SUM
 

）2018

」

に
協
賛
し
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
展
示
な
ど
で
参
加
し
ま
す
。

　
こ
の
学
校
は
英
国
王
室
の
子

息
も
通
う
名
門
校
。
校
内
ア
ン

ケ
ー
ト
で
食
べ
た
い
料
理
を
調

べ
た
と
こ
ろ
日
本
食
が
最
も
多

く
、学
校
か
ら「
ロ
ン
ド
ン
で
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ンTOKIM

EITĒ

を
直
営
し
て
い
る
全
農
に
、
ぜ

ひ
食
育
授
業
を
し
て
も
ら
い
た

い
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
真し
ん

摯し

な
ま
な
ざ
し
で
授
業
に

集
ま
っ
た
８
〜
13
歳
の
40
人
は
、

最
初
に
全
農
の
説
明
を
聞
き
、そ

の
後TOKIM

EITĒ

の
林
シ
ェ
フ

か
ら
食
べ
物
の
大
切
さ
と
昆
布

な
ど
の
だ
し
で
作
っ
た
日
本
食

の
お
い
し
さ
や
ヘ
ル
シ
ー
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
ご
飯
を
素
手
で

触
っ
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も
た

ち
で
し
た
が
、
実
際
に
日
本
米

で
巻
き
ず
し
を
作
っ
た
り
、
お

に
ぎ
り
を
握
っ
て
も
ら
う
と
大

変
好
評
で
し
た
。
こ
の
体
験
が

将
来
、
英
国
に
本
当
の
日
本
食

と
日
本
の
農
畜
産
物
の
輸
出
が

広
が
る
種
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

昆布でだしを取る林シェフ

食育授業に出向いた林シェフと全農インターナ
ショナル欧州㈱のスタッフ

おにぎりを実演

ア  グ 　     サ  ム

○日時：平成30年6月11日(月)～13日(水)
○場所：日本橋三井ホール（東京都中央区）ほか
○主催：日本経済新聞社
○協賛：ＪＡグループ（全農、農林中金、全共連、全中）、ＳＭＢＣグループ、みずほフィナン
　　シャルグループほか
○入場料：ＪＡグループとその取引先は無料　※広報部配布のチラシを持参ください

（1）シンポジウム
6月11日（月）16：30～17：15
神出元一理事長による講演「ＪＡグループが描く農業のデジタルイノベーション」
およびパネルディスカッション

（2）セミナー
6月12日（火）10：00～11：00「次世代型 食品添加物 除菌剤 過酢酸製剤に
　　　　　　　　　　　　　ついて」（エンビロテックジャパン㈱）
16：00～17：00「農工連携ノススメ 実例にみる課題と今後の展開
　　　　　　 ～進め、官・医・農・工！」（キヤノンメディカルシステムズ㈱）

（3）展示ブース（6月11～12日）
主な展示項目(予定)
【耕種】ドローン、Z-GIS、アピネス／アグリインフォ、

養液名人プログラム
【畜産】ファームノート、うしらせ、牛温恵、遺伝子検査装置

（4）物販ブース「マルシェ」（6月11～13日）
「東北和牛ローストビーフ」を中心に販売予定

「ＡＧ／ＳＵＭ 2018」の概要

全農の主な参加内容

お問い合わせは、全農広報部広報企画課（TEL：03‐6271‐8055）まで

「AG/SUM 2018」の
ホームページはこちらから

　「AG/SUM

」は
、
農
業
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、セ
ミ
ナ
ー
、展

示
な
ど
に
よ
り
、
情
報
共
有
・

交
換
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
す
。昨
年
初
め
て
開
か
れ
2
回

目
で
す
が
、
全
農
が
協
賛
す
る

の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　
生
産
者
や
J
A
、
関
係
先
な

ど
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
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JA 富山市
（富山県）

概要 平成30 年2 月28 日現在

正組合員数　　　　 　　   2415人
准組合員数　　　　 　 　 1981人
職員数                       132人
販売品取扱高            20億5千万円
購買品取扱高          16億7千万円
貯金残高  　          432億2千万円
長期共済保有高     1509億6千万円
主な農産物　　　　 水稲・大豆・大麦

「
種
も
み
王
国
・
富
山
」
担
い

産
地
維
持
拡
大
へ
農
家
育
成

　
種
子
農
家
は
51
戸
で
、「
新
保

採
種
部
会
」に
所
属
し
て
い
ま

す
。
部
会
は
専
業
農
家
や
法
人

農
家
で
構
成
さ
れ
、
水
稲
種
子

だ
け
で
は
な
く
、
大
豆
・
大
麦

の
種
子
生
産
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
優
良
な
種
子
の
供
給
と

採
種
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、

研
修
会
や
情
報
交
換
を
定
期
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
種
も
み
生
産
は
、
主
食
用
米

生
産
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い

異
茎
株
抜
き
取
り
が
あ
り
、
異

品
種
と
思
わ
れ
る
株
、
田
植
え

時
に
列
上
に
生
え
て
い
な
い
株

や
株
間
に
生
え
て
い
る
株
な
ど

を
抜
き
取
り
ま
す
。
ま
た
同
じ

株
で
あ
っ
て
も
穂
の
高
さ
や
形

状
が
違
う
場
合
も
抜
き
取
り
の

対
象
と
な
り
ま
す
。出
穂
後
は
県

行
政
に
よ
る
圃ほ
じ
ょ
う場
審
査
が
行
わ

れ
、異
茎
株
が
な
い
か
、罹り
び
ょ
う病
し

い
種
子
場
を
有
し
て
い
ま
す
。近

年
、
飼
料
用
米
な
ど
の
普
及
に

伴
い
、
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
た「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は
減
少
傾

向
で
す
が
、新
品
種
や「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」以
外
の
品
種
の
生
産
数
量

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
約

7
0
0
㌧
の
種
も
み
を
生
産
し

て
い
ま
す
。平
成
29
年
産
は
22
品

種（
う
る
ち
19
品
種
、も
ち
3
品

種
）、約
6
9
1
㌧
（
約
1
4
4

㌶
）を
生
産
し
ま
し
た
。

栽
培
技
術
を
継
続
的
に
実
践
で

き
る
よ
う
農
家
育
成
に
努
め
、

県
行
政
と
連
携
し
て「
種
子
農

家
を
対
象
と
し
た
栽
培
に
関
す

る
講
習
会
」、「
種
子
生
産
へ
転

向
し
た
農
家
や
世
代
交
代
を
し

た
若
手
を
対
象
と
し
た
研
修
会
」

を
実
施
し
て
高
品
質
な
種
子
生

産
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
J
A
で
は
新
品
種「
ゆ
う
だ

い
21
」の
種
子
生
産
を
平
成
27
年

度
か
ら
開
始
し
、
平
成
29
年
度

は
4
㌶
で
種
子
生
産
を
し
ま
し

た
。
こ
の
品
種
は
宇
都
宮
大
学

で
育
種
さ
れ
、
生
産
当
初
は
富

山
県
で
の
栽
培
知
識
が
無
か
っ

た
こ
と
か
ら
大
変
苦
労
し
ま
し

た
。今
後
は
、業
務
用
米
と
し
て

取
扱
数
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
今
ま
で
の
経
験
や
知

識
を
生
か
し
て
さ
ら
な
る
生
産

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新潟県

石
川
県

長野県

富山県

岐阜県

　
J
A
富
山
市
は
、
水
稲
を
主

体
と
し
た
農
産
物
と
種
子
生
産

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
富
山
県
に
は
五
つ
の
種
子
場

が
あ
り
、
当
J
A
管
内
に
は
2

番
目
に
種
も
み
生
産
数
量
が
多

て
い
る
株
が
無
い
か
審
査
さ
れ
、

合
格
し
た
圃
場
だ
け
が「
種
子
」

と
し
て
刈
り
取
り
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
他
に
も
防
除
の
回
数
が
多
い

こ
と
や
、
契
約
栽
培
が
中
心
で

多
品
種
の
た
め
生
産
に
か
か
る

期
間
が
長
い
と
い
う
負
担
も
あ

り
、
主
食
用
米
栽
培
農
家
か
ら

種
子
生
産
農
家
へ
の
転
向
は
敬

遠
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
富
山
県
ブ
ラ
ン
ド
」に「
種た
ね

籾も
み

」が
認
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

新
規
に
種
子
生
産
に
取
り
組
む

農
家
や
世
代
交
代
で
種
子
生
産

を
継
続
す
る
農
家
も
徐
々
に
増

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
現
状
を
維
持
拡
大
し
て

い
く
た
め
、
種
子
生
産
独
自
の

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

営農指導員の研修会

種子生産農家を集めた研修会

県
ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
契
機
に

新
規
、後
継
者
が
増
加
傾
向

採
種
技
術
の
向
上
を
目
指
し

定
期
的
に
研
修
や
情
報
交
換
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県
本
部

だ
よ
り

山口県本部

作
業
分
業
化
で
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を
目
指
す

　
全
農
山
口
県
本
部
は
昨
年
12

月
、青
果
物
の「
県
央
域
青
果
物

調
整
加
工
施
設
」を
設
置
し
ま
し

た
。青
果
物
を
生
産
・
出
荷
す
る

中
で
、出
荷
調
製
部
分
を
同
施
設

が
担
う
こ
と
で
、生
産
者
の
労
力

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

販
売
面
で
は
品
質
が
そ
ろ
う
こ

と
、実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

出
荷
形
態
に
調
製
す
る
こ
と
で
有

利
販
売
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
県
内
青
果
物
の
出
荷
量
は
、減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。原
因
と
し

て
調
製
作
業
に
時
間
を
要
し
、生

産
者
に
と
っ
て
生
産
面
積
の
維

持
・
拡
大
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、生
産
者
が

担
う
作
業（
生
産
、
収
穫
）と
外

部
委
託
作
業（
調
製
作
業
）に
分

業
化
す
る
こ
と
で
生
産
基
盤
の
強

化
を
行
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

　
12
月
〜
5
月
に
か
け
て
は
、イ

チ
ゴ
の
調
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、2
J
A
か
ら
持
ち
込
み

で
す
が
、作
業
工
程
は
予
冷
、調

製（
規
格
ご
と
に
パ
ッ
ク
・
ト
レ

イ
詰
め
、箱
詰
め
、コ
ン
テ
ナ
詰

め
）、出
荷
と
な
り
ま
す
。

　
調
製
は
パ
ー
ト
職
員
が
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
が
で
き
る
よ
う
規
格

ご
と
に
選
果
を
行
い
、そ
の
後
、

同
一
規
格
の
も
の
を
出
荷
容
器

（
パ
ッ
ク
、ト
レ
イ
）に
詰
め
て
い

く
体
制
を
と
り
、作
業
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
出
荷
規
格
は
実
需
者
と
事
前

協
議
し
、要
望
に
合
っ
た
出
荷
容

イ
チ
ゴ
か
ら
ス
タ
ー
ト

実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

器（
ト
レ
イ
）で
調
製
を
行
い
出

荷
し
て
い
ま
す
。県
内
市
場
か
ら

は
パ
ッ
ク
の
要
望
も
あ
り
、実
需

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
形
態
で
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、イ
チ
ゴ
だ
け
の
調
製

で
す
が
、不
稼
働
時
期（
6
〜
11

月
）の
調
製
に
つ
い
て
は
、J
A
と

品
目
、出
荷
時
期
な
ど
を
検
討
し

て
い
ま
す
。特
に
生
産
者
段
階
に

お
い
て
、調
製
作
業
に
多
く
の
時

間
を
要
し
面
積
拡
大
が
で
き
な
い

品
目
に
つ
い
て
は
、機
能
が
発
揮

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、出
荷
規
格
を
事
前
に
実
需

者
と
協
議
し
、有
利
販
売
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

イチゴでスタートした「県央域調整加工施設」

昨年12月に完成した「県央域調整加工施設」

パックに詰められ出荷を待つイチゴ

J
A
と
品
目
な
ど
検
討
し

施
設
の
稼
働
期
間
拡
大
へ
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「マラソンには日本のおもち」を
仙台、いわて奥州の大会で焼き餅配布と
パネル展示でアピール

　仙台国際ハーフマラソンは、時
間によって小雨は降ったものの、気
温もそれほど高くない走りやすい環
境下で、約１万３０００人のランナー
が杜の都を疾走しました。
　全農は、マラソンゴール地点で、
地元産「みやこがねもち」の４０００
個の焼き餅と１０００個のおこわお
にぎりを、ランナーや応援に集まっ
た家族知人らに配布しました。
　「レース前の最高の栄養補給に
なった」「走って疲れた後のエネル
ギー補給に良い」と参加したラン

　全農は、もち米の主産地である宮城県で５月13日に開かれた「第28回仙台国際ハー
フマラソン」、同じくもち米主産地の岩手県で５月20日に開かれた「第２回いわて奥州き
らめきマラソン」にそれぞれ出展し、焼き餅の試食配布と国産もち米に関するパネル展
示を行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　【米穀部】

ナーからも好評をいただき、マラソン
における餅の相性訴求と国産もち
米をＰＲしました。
　一方、いわて奥州きらめきマラソ
ンは爽やかな陽気の中、２㌔、10
㌔、フルマラソンの３コースに分か
れ、約４０００人のランナーが奥州路
を疾走しました。
　約２５００個の焼き餅をランナー
や応援に来ていた家族らに配布
し、「レース前におもちを食べておく
と安心感がある」「走って疲れた後
もコンパクトなので食べやすい」と

大好評で、マラソンにおける餅の相
性訴求と国産もち米の絶好のＰＲ
の場となりました。
　近年の健康志向やダイエット
ブームから、若い年代のランナー
の増加も目立ち、マラソンブームの
定着や今後も競技人口の増加が
見込まれます。全農は、これからも
マラソン大会を中心に国産もち米
の消費拡大への取り組みを継続
し、「マラソンには日本のおもち」を
合言葉にランナーを後押していき
ます。

大
勢
の
ラ
ン
ナ
ー
や
応
援
の
家
族
・

知
人
に
焼
き
餅
を
配
布（
仙
台
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
）

「
走
っ
て
疲
れ
た
後
も
コ
ン
パ
ク
ト
な

の
で
食
べ
や
す
い
」と
大
好
評
だ
っ
た

焼
き
餅
配
布（
い
わ
て
奥
州
き
ら
め

き
マ
ラ
ソ
ン
で
）
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レストランバスの旅 発車
「カフェ＆グリルみのりみのる」シェフが腕振るう
消費者が収穫体験や生産者と交流、施設巡り

みんなで
食べよう！「３６５日、新潟産。」

　
一
行
は
、
イ
チ
ゴ
「
越
後
姫
」

の
収
穫
体
験
や
生
産
者
と
の
交

流
、
収
容
力
２
万
㌧
の
米
倉
庫

（
新
潟
米
広
域
集
出
荷
施
設
）
の

見
学
な
ど
半
日
か
け
て
巡
り
ま

し
た
。

　
バ
ス
に
は
、
新
潟
県
本
部
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ
＆
グ
リ
ル
み
の

り
み
の
る
」
の
シ
ェ
フ
が 

乗
車
し
、

旬
の
県
産
農
畜
産
物
を
使
用
し

た
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、「
新
潟
県
産
農

畜
産
物
の
お
い
し
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」「
生
産
者
と
交
流
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
潟
県
本
部
は
、
今
後
も
「
３

６
５
日
、
新
潟
産
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
新
潟
県
本
部
は
４
月
30
日
、

初
の
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
を
活
用
し

た
県
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。当
日
は
、新
潟
県
本

部
主
催
の
１
日
限
定
コ
ー
ス
を

運
行
し
、一
般
消
費
者
50
人（
午

前
の
部
25
人
、午
後
の
部
25
人
）

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　【
新
潟
県
本
部
】

シェフが腕を振るったメニューに舌鼓を打つ参加者

収容力２万㌧の米倉庫を見学

初のレストランバスの旅に参加した消費者の皆さん

生
産
者
か
ら
話
を
聞
き
交
流

イ
チ
ゴ「
越
後
姫
」を

摘
み
取
っ
て
味
わ
う
参
加
者
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

JA
 Z

ennoh W
eekly

2018 6.4 vol.845
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、6/15（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、送料が必要となります。

　普段の料理をよりおいしく、よりカラフルに！ かけたり混ぜたり
「いろどりレリッシュ」のご紹介です。
　レリッシュとは、野菜を細かく刻んだピクルス。材料のほとんどが宮
城県産で、化学調味料無添加の商品です。
　味は３種類あり、ショウガとシソなど和の食材を使った「ＪＡＰＡＮ」。
彩りも可愛いベーシックな味わいの「ＳＷＥＥＴ」。大豆が入ってピリ辛
の「ＳＰＩＣＹ」。これらのピクルス液にはとろみがあり、マヨネーズを混
ぜるだけで簡単にタルタルソースが出来上がります。材料を切る手間
も省け、時短料理にもってこいの「万能選手！」です。
　この機会にぜひ、ご賞味下さい。

ＪＡみどりの（宮城県）

いろどりレリッシュ3種セット
（130㌘×3）……2700円

JAタウンは
こちらから

Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc
ぜひご覧ください！

イチ   イチ          イチ  キュー        ビー   ワン

　「乳酸菌11/19-B1株」は自然免疫活性が極めて
高く、体内の免疫力向上や整腸作用などさまざまな効
能が期待されています。また、生乳93％使用し、濃厚
な味わいに仕上げております。香料・安定剤は使用し
ておりません。
　福島県内ではJA直売所を中心に販売を開始し、

都内においては東京・大手町のJAビル4F「農業農村
ギャラリー　食のコーナー旬」で、5月15日から販売を
始めました。
　皆さまの健康サポートにぜひ、お役立てください。
　売り上げの一部は、震災復興義援金や東京大学と
連携した教育活動支援に役立てられています。

11/19-B1乳酸菌ヨーグルトに
ドリンクタイプ登場
　平成26年に東日本大震災復興のシンボル
として、当時東京大学薬学部の関水教授（現
東京大学名誉教授）がキウイフルーツの果皮
から分離、発見した「乳酸菌11/19-B1株」を
使用したヨーグルトが発売されて4年、同乳酸
菌を使用したドリンクタイプがあらたに仲間入
りしました。　　   【東北協同乳業㈱・酪農部】

11/19-B1乳酸菌ヨーグルトに
ドリンクタイプ登場

生乳93％を使用した濃厚な味わい

Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

2018 6.4 vol.845

合併契約調印式に出席した右から野口栄常務、田中照夫社長（Ａコープ北東北）、小室秀行社長（エーコープ宮城）、
鈴木健一社長（エーコープ庄内）、安田忠孝常務（２面）

新潟県本部のレストラン「カフェ＆グリルみのりみ
のる」のシェフが腕を振るったメニューに舌鼓を打
つレストランバスの旅参加者（7面）

山梨県産すもも「太陽」を使ったキリン「氷結」
発売をＰＲする梶原一明県本部長ら（２面）

レ
ス
ト
ラ
ンバ
ス
で
新
潟
県
産
農
畜
産
物
Ｐ
Ｒ

山梨県産すもも「太陽」を使った
キリン「氷結」発売（山梨県本部）

ロンドンの名門小学校で食育授業
（全農インターナショナル欧州㈱）

最新農業技術集う
「ＡＧ／ＳＵＭ 2018」に出展（広報部）

ＪＡズームイン（ＪＡ富山市）

県本部だより（山口県本部）

仙台・いわて奥州のマラソン大会で
焼き餅配布（米穀部）

7面

2
面

5

6

2

3

4

7月1日合併へ調印式、「㈱Ａコープ東北」に
㈱Ａコープ北東北・㈱エーコープ宮城・㈱エーコープ庄内

商品の詳細は８面に掲載

11/19-B1 乳酸菌ヨーグルトに
ドリンクタイプ登場（東北協同乳業㈱・酪農部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡみどりの（宮城県）
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